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要旨
日本では少子高齢化や児童虐待といった社会問題に伴い，福祉サービスを必要

とする対象者が増加する中，その業務を担う福祉従事者のメンタルヘルスの悪化
が危惧されている。福祉従事者のメンタルヘルスについて検討した先行研究で
は，クライエントの支援の基盤となる受容的・共感的態度によって生じるバーン
アウトの問題や，福祉従事者の業務特性から生じるストレッサーによるメンタル
ヘルスの悪化が報告されている。そのため，福祉従事者のメンタルヘルス悪化を
防ぐ予防的視点からも福祉従事者自身が行うセルフ・ケアが求められている。そ
こで本稿では，セルフ・ケアにつながる心理的要因の一つとしてセルフ・コン
パッションに着目した。セルフ・コンパッションに関する知見は，これまでにも
様々な心理的指標や対象者に基づき報告されているが，メンタルヘルスの悪化が
危惧されている福祉従事者を対象とした研究は少ない。本稿で取り上げた福祉従
事者のセルフ・コンパッションに関する研究は主に海外で行われたものが多く，
今後は日本における福祉従事者を対象としたセルフ・コンパッションに関する知
見の蓄積が求められる。

キーワード：  セルフ・コンパッション，福祉従事者，セルフ・ケア

はじめに
日本では少子高齢化や児童虐待といった社会問題に伴い，福祉サービスを必要とする対

象者が増加する中，その業務を担う福祉従事者 1）のメンタルヘルスの悪化が危惧されて
いる。厚生労働省（2019）によると，平成 30 年度の精神障害の業種別請求・決定件数に
おいて，医療・福祉が最も多く，その中でも社会保険・社会福祉・介護事業の請求件数が
最多である。福祉従事者は多くの職種に分類され，その業務として疾患や障害，発達など
が原因となって日常生活に困難を抱えるクライエント・利用者（以下，クライエントに統
一）を対象に，それぞれの専門性を発揮している。福祉従事者の支援は，クライエントと
の良好な関係性と信頼性を築くための受容的・共感的な態度を基盤としている（太田・小
畑，2017； 島井・長田・小玉，2009）。また，それぞれの専門性を保ちながらも，他機関・
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他職種と連携し，一つの多職種チームとして業務を遂行する。福祉従事者は，受容的・共
感的態度を基盤として，クライエントに対する効果的な援助の達成のために，自己の感情
を制御する必要がある。そのため，感じていない感情を表出しなければならなく，こうし
た態度はバーンアウトや，不安，不眠に影響を及ぼす可能性が示唆されている（荻野・
瀧ヶ崎・稲木，2004； 関谷・湯川，2009）。また，利用者やクライエントに合わせて業務
を遂行することが多く，ストレスを感じることや困難な場面に直面することが多いとされ
る（Lloyd et al., 2002）。今後日本において，少子高齢化の進展や児童虐待の増加などが見
込まれた場合に，福祉従事者に対する需要はさらに高まることが予想される。そのため，
福祉従事者のメンタルヘルス悪化の予防，健康の維持や増進は喫緊の課題であると考えら
れる。そこで本稿では，近年心理学領域で注目されており，精神的健康との関連性が示さ
れているセルフ・コンパッションに着目し，福祉従事者のセルフ・コンパッションに関す
る研究の現状と今後の課題について言及することを目的とする。

福祉従事者のメンタルヘルスの現状
これまでにも福祉従事者のメンタルヘルスを対象とした研究は多数報告されており，さ

まざまな知見が得られている。福祉従事者の職種は幅広く，職種間の職場ストレッサーが
異なることが報告されているが（例えば，中島，2006），本稿では，社会福祉事業に従事
する者全般を対象とした研究について概観する。

神庭（2015）は，福祉従事者を対象に調査を行い，新職業性ストレス簡易調査票を用い
て先行研究から得られた一般勤労者のデータと比較している。その結果，福祉従事者の心
理的ストレス反応や仕事の負担度は，一般的な勤務者よりも高いことが示されている。そ
の背景には，福祉従事者特有の職場ストレッサーが存在していると考えられる。森本

（2006）は，先行研究をもとに対人援助職の職場ストレッサーについてまとめている。森
本（2006）によると，「職務量の多さ，職の質的困難さ」「クライエントとの関係」「職場
の人間関係」「その他の職場ストレッサー（職務役割の不明瞭さ，不規則な勤務体制等）」
が職場ストレッサーとなって，福祉従事者のメンタルヘルスに影響を与えている。この場
合の「職務量の多さ，職務の質的内容の困難さ」とは，夜間時間を含む事務作業などの基
本的業務の多さや問題や障害を抱えるクライエントに対する直接的な支援のことである。
職務量の多さについて，望月・小澤・村松・飯島（2010）は，介護療養型医療施設に勤務
している看護師と医療ソーシャルワーカーを対象に調査を行なっており，335 人中 265 人
が業務量の多さについて「非常に思う」「やや思う」と答えている。介護老人保健施設に
勤務している介護福祉士と看護師を対象とした研究では，介護福祉士における介護業務の
過重がバーンアウトの下位因子である情緒的消耗感に影響を与えていた（義本・富岡，
2006）。職の質的困難さは，業務を遂行するうえで，高い水準での専門性が求められるこ
とから生じるものである。三徳他（2008）は，高齢者施設に勤務している 2720 人の従事
者を対象に調査を行なっており，全国労働者の調査と高齢者ケア従事者の高ストレスカテ
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ゴリー割合を比較している。その結果，心理的な仕事の質的負担の程度が全国平均値の約
2 倍であることが示された。森本（2006）は，これら職務量の多さと職務の質的困難さが
職場ストレッサーとなる原因について，福祉従事者の業務の対象が多種多様な問題や障害
を抱えたクライエントであるからだと述べている。クライエントを対象とした業務には，
クライエントの状態や適応能力の違いに合わせた支援，クライエントの予定に合わせた相
談業務などが含まれており，福祉従事者とクライエントとの関係性が重要となってくる。
また，高齢者や障害者・児を支援するうえでは食事や入浴の介助など福祉従事者自身の身
体を使用した物理的な支援も必要とされる。そのうえで，福祉従事者がクライエントを支
援する際に，福祉従事者自身の感情を調整し，クライエントに対して思いやりを持ち，か
つ冷静な判断が求められるため，そのことが福祉従事者にとってストレッサーになる可能
性が考えられる。

その他の福祉従事者のメンタルヘルスに影響を与える要因として，職場での人間関係が
ある。福祉従事者は問題や障害を抱えたクライエントを対象として支援するが，支援する
際には専門性の高さだけでなく，クライエントをより理解するために他職種と連携する必
要が出てくる。その際に他職種と対立する場面や葛藤場面に遭遇することがある。藤野

（2001）は，福祉従事者の職場ストレッサーとして，「利用者の家族とのかかわり」「組織
の中での自分の役割・立場」「他職種との関係」を挙げており，これらがバーンアウトに
影響していると報告している。福祉従事者は組織に所属しており，業務を遂行するなか
で，クライエントからの要求と上司からの指示が矛盾する場合がある。そういった際にど
ちらの要求に応えればよいかがわからなくなることがあり，それが福祉従事者のストレッ
サーとなる可能性を示唆している。また，クライエントの状態をより理解するために，福
祉領域だけでなく，医療や看護，教育といった領域とも連携する必要があり，その際に生
じる意見の食い違いや価値観の違いがストレッサーとなりうると述べている。

以上のように，福祉従事者の職場ストレッサーは様々であり，それらが福祉従事者のメ
ンタルヘルスに影響を与えていることが読み取れる。福祉従事者の健康の維持・増進や病
気・疾病の予防は，福祉従事者の健康に影響を与えるだけでなく，提供する福祉サービス
の質にも影響を与えるために重要であるとされ（Olson & Kemper, 2014），福祉従事者自身
で行えるセルフ・ケアが求められる（Miller et al., 2019; 竹田・太田・松尾・大塚，2015； 

植戸，2010）。

セルフ・コンパッションに関する知見
セルフ・コンパッションは，Neff（2003a）が仏教思想に基づいて概念化しており，日

本語では自己への思いやりや自分へのやさしさ，慈しみなどと訳されている（有光，
2014； 石村他，2014）。セルフ・コンパッションの定義として，苦痛を感じる時や失敗場
面など困難を感じる状況において，その経験は人としての共通的な経験として捉え，自己
批判せずに自己に対して慈しみ思いやることとされる（Neff, 2003a）。セルフ・コンパッ
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ションの構成要素には，セルフ・コンパッションの充足を表す 3 つのポジティブな側面で
ある，自己への優しさ（self-kindness），共通の人間性（common humanity），マインドフル
ネス（mindfulness）がある。また，それぞれの対極にありセルフ・コンパッションの欠如
を表す 3 つのネガティブな側面である，自己批判（self-judgement），孤独感（isolation），
過剰同一化（over-identification）がある。具体的に，自己への優しさとは，困難な状況に
直面した際に，批判的に自己に接するのではなく，自己に対して思いやりを持って優しく
接することとされる。自己批判とは，そうした状況において，自己に対して厳しく批判的
に接することとされる。共通の人間性とは，人が生きていくうえで経験する辛い出来事な
どは，誰しも皆が経験するものだと巨視的な視点からその経験を捉えることとされる。孤
独感とは，そうした経験は自分だけが経験するものだと，周囲から切り離されたように孤
独を感じることとされる。マインドフルネスとは，ネガティブな思考が生じた際にそれに
とらわれることなく，バランスよく物事を捉えることとされる。過剰同一化とは，ネガ
ティブな思考にとらわれてしまい，それを過度に強調してしまうこととされる（Neff, 

2003a）。有光（2014）によれば，セルフ・コンパッションの 3 つのポジティブな側面に
従って行動することは，ネガティブ感情が緩和し，ポジティブ感情の増加や自己の新しい
行動の喚起につながるとされる。Neff（2003b）がセルフ・コンパッションを測定する尺
度を開発してから，様々な対象者や変数との関連性が報告されている。青年や成人を対象
としたメタ分析の結果によると，セルフ・コンパッションは，well-being，抑うつ，不安，
ストレスとの間にそれぞれ中～大程度の効果量が示されている（MacBeth & Gumley, 2012; 

Marsh et al., 2018; Zessin et al., 2015）。その他にもセルフ・コンパッションは，幸福感，楽
観主義や好奇心との関連性（Neff et al., 2007）や，レジリエンス（Bluth et al., 2018），高齢
者における人生満足感や睡眠障害との関連性が認められている（Kim & Ko, 2018）。また，
セルフ・コンパッションと身体的健康，食行動やエクササイズなどの健康行動との関連性
を検討している研究をメタ分析した結果では，セルフ・コンパッションは身体的健康およ
び健康行動との間に小程度の効果量を示していた（Phillips & Hine, 2019; Sirois et al., 

2015）。セルフ・コンパッションが様々な要因と関連づけて検討されていくなかで，その
対象者の幅も広がってきている。例えば，うつ病患者（Krieger et al., 2013），社交不安障
害患者（Werner et al., 2012），アルコール依存者（Brooks et al., 2012），腰，首または脚の
筋骨格系に痛みをもつ患者（Wren et al., 2012），1 型・2 型糖尿病患者（Friis et al., 2016），
HIV 患者（Brion et al., 2014）などが挙げられる。その他にも，青年期，成人期や高齢期を
対象とした研究や（Allen et al., 2012; Bluth & Blanton, 2014; Neff & McGehee, 2010; Neff & 

Pommier, 2013； Perez-Blasco et al., 2016），プリスクールに勤務している教師（Jennings, 

2015），瞑想実践者（Neff & Pommier, 2013），戦争によりトラウマを抱えている退役軍人
（Dahm et al., 2015）などがあり，セルフ・コンパッションは心理的要因との関連性だけで
なく身体症状との関連性も検討されている。そのため，セルフ・コンパッションを高める
ための介入方法も開発されている。例えば，菅原・杉江（2017）は，セルフ・コンパッ
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ションを高めるための一つの方法として，Loving-kindness meditation（慈しみの瞑想や慈
悲の瞑想と訳される；以下，LKM とする）を紹介している。LKM の実践は，自己に対し
て慈しみの気持ちを向けた後に，その対象を広げ，自分と距離の近い他者や自分の知らな
い人，さらには動物や植物に対して慈しみの気持ちを向けることによって，ポジティブ感
情を生起させ，セルフ・コンパッションの向上につながるとされる。この知見は先行研究
によって支持されている（Engel et al., 2019； Kearney et al., 2013）。Neff and Germer（2013）
は，Mindful Self-Compassion （MSC）と呼ばれる 8 週間にわたって実施する介入研究を開
発している。MSC では，マインドフルネスや LKM が含まれているガイド付きの瞑想や，
苦しみの瞬間に自分の胸の上に手を置く，自己を思いやるようなフレーズを復唱すること
がその実践内容として含まれている。その他には，3 週間や 4 週間で行う brief intervention

も存在している（Albertson et al., 2015; Smeets et al., 2014）。27 のランダム化比較試験を実
施している研究を対象にメタ分析した Ferrari et al. （2019）の研究では，セルフ・コンパッ
ションに基づいた介入を実施することで，食行動（g = 1.76），反芻（g = 1.37），セルフ・
コンパッション（g = .75），ストレス（g = .67），不安（g = .66），マインドフルネス（g = .62），
自己批判（g = .56），不安（g = .57）との間にそれぞれの効果量が示されることを報告し
ている。

以上の知見をまとめると，セルフ・コンパッションが高い場合には，ストレスを感じる
ような状況において，不安などのネガティブな感情にとらわれることなく，冷静さを保ち
現実に意識を向けることができる。またそうした状況において自己批判せずに自己に対し
て思いやりを持って接することにより，ポジティブ感情の生起にもつながる。セルフ・コ
ンパッションに関する知見は増加しており，人々に様々な恩恵をもたらすことが明らかに
なってきている。セルフ・コンパッションを高めるための介入方法も開発されてきてお
り，今後もセルフ・コンパッションに関する知見を蓄積することには意義があると考えら
れる。しかし，近年深刻化している児童虐待の問題などを扱う福祉領域，とくにメンタル
ヘルスの悪化が危惧されている福祉従事者を対象とした研究は緒についたばかりである。
次章では，福祉従事者を対象としたセルフ・コンパッションに関する研究について概観す
る。

福祉従事者を対象としたセルフ・コンパッションに関する研究
セルフ・コンパッションに関する知見が蓄積されているなか，福祉従事者を対象とした

知見は少なく，研究の拡大が望まれる。以下，主に諸外国で報告されている先行研究を概
観する。

まず，Shapiro et al. （2005）は，内科医，看護師，福祉従事者，理学療法士，心理士な
どからなる計 38 人の対象者を介入群と統制群に無作為に振り分け，8 週間の mindfulness-

based stress reduction （MBSR）を実施している。その結果，介入後にストレスが低減し，
セルフ・コンパッションが増加していた。Kemper et al. （2015）は，医師や看護師，管理
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栄養士や社会福祉士を対象に調査を行なっている。その結果，睡眠障害がストレスや健康
状態の悪化に最も強い関連を示したが，マインドフルネスやセルフ・コンパッションの低
下にもつながることを報告している。Rao and Kemper （2017）は，オンラインモジュール
による 3 種類の瞑想（Gratitude-focused Meditation, Positive or sacred word-focused meditation, 

Loving-kindness/compassion-focused meditation）を，福祉従事者，看護師，心理士などに実
施しており，Loving-kindness/compassion-focused meditation を実施した群は，セルフ・コン
パッションと他者への思いやりのあるケアの実践に関する自信が有意に増加したことを報
告している。Kinman and Grant （2017）は，子どもと家庭を支援対象とするソーシャルワー
カーの資格を取得してから 1 年目のソーシャルワーカー 56 人に介入を実施している。本
研究では，2 ヶ月の間に計 3 日間のトレーニングを実施し，その内容として，自己効力感
やセルフ・コンパッションなどの情緒的な回復を支持する心理的要因に焦点をあててい
る。具体的には，ピアサポートとコーチング，認知行動学的テクニック，マインドフルネ
スとリラクセーションといった内容が含まれている。その結果として，セルフ・コンパッ
ションの増加やストレスの低減が見られている。Jay Miller et al. （2019）は，1011 人の福
祉従事者を対象に調査を行なっている。その結果，健康状態，資格の有無，婚姻状況はセ
ルフ・コンパッションの予測因子となっている。健康状態では，自分は健康であると思っ
ているほど，資格の有無では，資格を有していない人よりも有している人の方が，婚姻状
況では，一度も結婚していない人よりも既婚者の方が，セルフ・コンパッションが高いこ
とが示されている。Kinman and Grant （2020）は，306 人の福祉従事者を対象に調査を行
なっている。その結果，共感満足ならびにセルフ・コンパッションが高い者は，より良い
メンタルヘルスの程度を示したが，共感疲労は well-being を阻害する危険因子になりうる
ことを報告している。ここで言う共感満足とは，Figley and Stamm （1996）による定義を
趙（2014）が訳した「人を助ける喜びであり，同僚に対する好意と自分が人を助けられる
ということから生じる喜びの感情」を指す。それに対して共感疲労とは，「クライエント
に対して共感的であることやクライエントの苦しみに耐えることへの能力や関心の低下で
あり，人が経験したトラウマとなる出来事を知ることによって生じる自然的な行動や感
情」と定義されている（Boscarino et al., 2004）。共感疲労は，福祉従事者がクライエント
を支援するなかで，特に虐待経験などトラウマ経験のある者への支援をする際に，その経
験を共感的・受容的に聞くことによって引き起こされるものと考えられる。しかし，
Kinman and Grant （2020）の知見に基づくと，支援過程で福祉従事者の負担感や疲弊感が
強くても，その支援に満足感や喜びを感じることができる場合や，セルフ・コンパッショ
ンが高い場合にはメンタルヘルスの悪化を防げる可能性を示唆している。その他にも，セ
ルフ・コンパッションが高い場合には，共感満足が高く，バーンアウトや二次的外傷性ス
トレス（Secondary Traumatic Stress）が低いといった報告がなされている（Buceta et al., 

2019； Kwong, 2018）。
以上のことから，福祉従事者を対象とした場合においても，セルフ・コンパッションを
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高めることは，ストレスの低減，バーンアウトや共感疲労の予防に有効であると考える。
日本に視点を置くと，福祉従事者を対象としセルフ・コンパッションを用いた研究はまだ
極めて少ない。今北・仲嶺・佐藤（2018）による介護福祉士を対象とした研究や，Kotera 

et al. （2020）による社会福祉士を含む医療従事者を対象とした研究がある。その他にも，
看護師を対象とした研究として Satake and Arao （2020）や Tamura et al. （2020）がある。

今後の課題
本稿では，近年メンタルヘルスの悪化が危惧されている福祉従事者を対象とし，また，

その際にセルフ・ケアの一つとしてセルフ・コンパッションに着目しこれまでの研究の動
向を概観した。福祉従事者はその業務特性からストレスを感じることや困難な状況に直面
しやすいとされ，バーンアウトや共感疲労などの問題を抱えやすいことが明らかとなっ
た。また，福祉従事者のメンタルヘルスが悪化した場合には，利用者に対する福祉サービ
スの質の低下や，いじめや虐待，欠勤や勤務態度の悪化が続くことにより退職に至る可能
性もあることが指摘されている（藤野，2001）。そのため，今後も日本における福祉従事
者の需要が増大することを鑑みたとき，福祉従事者自身で行えるセルフ・ケアは重要であ
ると考えられる。これまでの福祉従事者を対象としたセルフ・コンパッションに関する研
究を概観すると，その知見のほとんどは諸外国によるものであり，日本においてはわずか
であることが本稿によって示された。以下，今後の課題として，福祉従事者自身の健康と
セルフ・コンパッション，福祉従事者がクライエントを支援するうえで実践するソーシャ
ルワークとセルフ・コンパッション，という 2 点について論じる。

まず，福祉従事者自身の健康とセルフ・コンパッションについてである。福祉従事者は
クライエントを支援するうえで，共感的・受容的態度を基盤とするとともに，自己の感情
を制御して思いやりを持って支援することや身体を使用した物理的な支援を行う。業務
上，困難を感じる状況において，セルフ・コンパッションが高い場合には，批判的になら
ず物事を巨視的な視点から捉え，自己に対して慈しみ思いやることで自らの健康を保つこ
とができるだろう。セルフ・コンパッションの向上は，健康的な食行動や運動習慣，睡眠
習慣などの健康行動とも関連性があるため（石川・松田・河野，2019； Kemper et al., 

2015; Phillips & Hine, 2019; Sirois et al., 2015），福祉従事者を対象とした場合でも同様の結
果が得られるかどうか検討する必要がある。腰や首などの筋骨格系に痛みを感じる患者の
なかでも，セルフ・コンパッションが高い場合には，ネガティブ感情が低く，その一方で
ポジティブ感情が高いとされている（Wren et al., 2012）。このことは，持続的な疼痛状態
を持つ患者において，ポジティブ感情はネガティブ感情と関連した健康問題の緩和効果と
して機能する可能性を示唆している。そのため，福祉従事者のなかでも特に身体を使って
支援する介護福祉士や障害者・児支援施設で勤務する者，バーンアウトに見られる身体愁
訴に対しても，セルフ・コンパッションを用いたアプローチが有用となる可能性があるだ
ろう。これまでの研究では，バーンアウトや共感疲労，ストレスなどの人のネガティブな
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側面に焦点を当てた研究が多く，今後は人の可能性や強みを活かすことのできるようなポ
ジティブな側面に着目した研究も望まれる。福祉従事者を対象としたセルフ・コンパッ
ション研究は緒についたばかりであり，海外を含め十分な知見があるとは言い切れない。
今後は福祉従事者が抱える問題を軽減できるようなセルフ・コンパッションの視点をもっ
た研究が求められる。前述のとおり，福祉従事者は一般労働者よりも，ストレスを感じる
場面が多く，心理的ストレス反応や仕事の負担度が高いことが先行研究によって示されて
いる（神庭, 2015; Lloyd et al., 2002）。一方，福祉従事者とその他の業種とのセルフ・コン
パッションを比較した研究は筆者が知る限りでは見当たらないため，職種や業種による違
いを検討する必要がある。

次に，福祉従事者がクライエントを支援するうえで実践するソーシャルワークとセル
フ・コンパッションである。ソーシャルワークの定義は，2014 年 7 月にメルボルンで開
催された国際ソーシャルワーカー連盟（International Federation of Social Workers : IFSW）
と国際ソーシャルワーク学校連盟（International Association of Schools of Social Work : 

IASSW）の総会において「ソーシャルワーク専門職のグローバル定義」として採択され
たものがある。その定義の後半には，「ソーシャルワークの理論，社会科学，人文学，お
よび地域・民族固有の知を基盤として，ソーシャルワークは，生活課題に取り組みウェル
ビーイングを高めるよう，人々やさまざまな構造に働きかける」と記されており（IFSW, 

2014），ソーシャルワークの目的の一つには，well-being を高めることにある。福祉従事
者はソーシャルワークを実践していくうえで，生活上苦しんでいたり何か問題を抱えたり
しているクライエントと接する機会が増える。また，虐待経験などによって，心的外傷後
ストレス障害（Post Traumatic Stress Disorder，以下 PTSD とする）を抱えるクライエント
と接する機会も少なくないであろう。そうしたクライエントは，援助場面では，過去の外
傷体験をめぐる怒りや悲しみなどの強い感情を表出することが多いとされている（池埜，
1997）。福祉従事者はクライエントを支援する上で，相手の福祉や well-being の向上を願っ
て支援をすることとなるが，クライエントと接触すること自体が難しい場合や支援者の意
見を聞き入れない場合もあり，必ずしも全てが上手くいくとは限らない。そうした状況に
おいて，セルフ・コンパッションはどう役立つのであろうか。これまで述べてきたとお
り，セルフ・コンパッションを高めることには様々な利点がある。セルフ・コンパッショ
ンの対象は自己に対する思いやりであり，その機能は適応的に働くことが先行研究によっ
て示されているが，ソーシャルワークの対象は他者であるため，双方向の関係性を考慮し
なければならない。ソーシャルワークを実践する福祉従事者を対象とした研究に関して現
時点では十分な知見は得られていないが，医療サービスに従事する臨床医を対象に調査を
行った研究によると，セルフ・コンパッションは，穏やかで思いやりのあるケアの提供に
関する自信と強い相関（r = 0.91; p < .01）があることを報告している（Olson & Kemper, 

2014）。Gustin and Wagner （2013）は 4 名の臨床看護の教員を対象に，セルフ・コンパッ
ションをどのように教え，学ぶのかについて焦点をあてた teach-learning project を行って
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いる。この知見によると，思いやりのあるケアとは，支援者だけが行うものではなく，他
者との関わり方や感情に還元されるものでもないとし，両者が相互的な関係を築き，支援
者が自己と他者の弱さと尊厳の両方に思いやりをもって認めることとされる。つまり，支
援者とクライエントとの関係性において，支援者は自己とクライエントが持つ弱さや不完
全さを認めるとともに，個人を尊重し，思いやりを持って接することが双方に良い影響を
もたらすのではないだろうか。また，Gustin and Wagner （2013）は，自己の欠点や不十分
な点を受け入れることは，クライエントに対して思いやりのあるケアを提供する際の前提
条件であると述べている。その理由として，自己に対して思いやりを持てない支援者は，
クライエントの欠点に気付いたときに困難に直面する可能性があるからである。このこと
は，自己の欠点や不十分な点を批判するのでなく，支援者もクライエントも同じように人
間としての不十分さを持っていると認識する必要があり，その上でクライエントと関わる
ことが円滑な支援につながると言えるであろう。

福祉従事者自身で行うセルフ・コンパッションに基づいたセルフ・ケアは，ソーシャル
ワークの実践に対してどのような影響を与えるかについては今後検討すべき課題の一つで
あると言える。また，福祉従事者とクライエントとの双方的な関係性において，セルフ・
コンパッションがどのような働きをするのかについて，実践的な介入が求められる。

最後に
近年日本で見られる少子高齢化や児童虐待，所得格差の拡大など，人々の福祉にまつわ

る問題が生じている中，その対応に追われる福祉従事者は日々の業務に追われている。そ
うした状況が続いた場合には，福祉従事者のメンタルヘルスはより一層悪化することが考
えられ，福祉従事者のセルフ・ケアに関する知見の蓄積には意義があるだろう。本稿で
は，セルフ・ケアの一つとして，セルフ・コンパッションに着目した。本稿で取り上げた
福祉従事者を対象としたセルフ・コンパッションに関する研究の多くは海外で行われたも
のであるため，今後は日本における知見の拡大が福祉従事者の健康に貢献できると考えら
れる。加えて，福祉従事者を目指す学生を対象とした予防的視点からなるセルフ・コン
パッション研究も重要であり，そうした研究もいくつか報告されている（Ying, 2009; Ying 

& Han, 2009; Kotera et al., 2018; Kotera et al., 2019）。福祉従事者になったうえで，セルフ・
コンパッションを用いてセルフ・ケアを実践することができれば，メンタルヘルスの悪化
の予防につながるであろう。

業務を遂行する上で直面する困難な状況において，自己を思いやることは福祉従事者自
身の健康につながり，また，高いセルフ・コンパッションを維持しながらソーシャルワー
クを実践することで，クライエントの well-being 向上に寄与できれば，より良い社会の形
成につながるのではないだろうか。
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注
1） 本稿で，「福祉従事者」と表記する場合はその対象を次の通りとする。福祉従事者とは，社会福

祉法第 89 条によって定められている「社会福祉事業が適正に行われることを確保するため，社
会福祉事業に従事する者」ならびに，特定非営利活動促進法（NPO 法）や一般社団法人及び一
般財団法人に関する法律に基づいて設立された社会福祉事業で勤務する者，高齢者を対象とし
介護等に携わる介護福祉士（法的根拠は社会福祉士及び介護福祉法）のことを指す。
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